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佐世保北ロータリークラブ 2012～2013年度 ＲＩ会長 / 田中作次  ガバナー/ 福元裕二 

《職場訪問例会》 

「佐世保工業高等専門学校」 

須田義昭 副校長 

  

 佐世保工業高等専門

学校は昭和37年に設置

された1期校12校の一

つで、九州地区ではじ

めて設立されて以来50

年、およそ6,000名の卒

業生が国内外で活躍す

る伝統ある高専です。

本校には機械工学科、電気電子工学科、電子制御工学科、

物質工学科、それぞれ1学年40名の本科学生がおり、5年

一貫教育を通して、実験実習やクラブ活動を重視し、実

践的な技術者・行動的な職業人の育成を目指していま

す。 

 本校は中国・スウェーデン・韓国の国際交流協定締結

校と協力し、実践的な技術英語コミュニケーション能力

と、工学的な問題解決能力に優れた学生の育成体制の整

備・拡充を図っています。また、キャリアPBLを柱とした

キャリア教育、本校OB教員や企業OB技術者による進路相

談や面接指導、低学年次からの工場見学や講演会の実施

などに力を入れています。さらに、地域貢献では長崎県

北地域の産学官民が連携して設立された「西九州テクノ

コンソーシアム」との共同・連携により多くの人材育成

事業を実施するとともに、長期インターンシップなどの

共同教育を実施しています。 

  卒業後2年間の専攻科（複合工学専攻）に進学すると、

さらに高度な専門教育と研究活動のほか専攻間相互乗

入れ授業があり、国際的に通用する広い視野を培うこと

ができます。 

 卒業生に対する就職求人は多く、就職以外にも専攻科

への進学、大学3年への編入学、専攻科修了後は就職や大

学院進学など多岐にわたる進路が開けています。 

 2月4日の佐世保北ロータリークラブ会員による職場

訪問では、須田副校長による佐世保高専の概要説明の

後、地域共同テクノセンター、海洋環境実験室、実習工

場、専攻科棟の集積回路実験室、電子制御工学科棟の志

久研究室などの学内施設見学をしていただきました。 

 

 

《会長挨拶》 

西川正美 会長 

 2月の第1例会です、本日は中尾会員のお世話で、国

立佐世保工業高等専門学校への職場訪問です。 

 5年間の一貫教育で就職率100％、また女子の就職率

100%という今の時代驚異的な数字を叩き出している。 

 この、学校の取り組みを伺いまた、いま世に出始め

ている技術や研究課題を見せていただき見聞を広めて

行きたいと思います。 

 本日、お世話をしていた抱く須田副校長先生、下野

教授、宜しくお願いします。 

 また、職業奉仕委員会の皆さん、今日はお世話あり

がとうございます。 

 

            

《幹事報告》              中野雄一郎 幹事 

 

１．例会変更 

・佐世保西ＲＣ 

 2月 5日（火）12：30→18：30～ 

 「ホテル万松楼別館5F 鳳凰の間」（長寿会のため） 

 

２．伝達事項 

・国際ロータリー 

 ザ・ロータリアン 2月号 

 

・ロータリーの友 事務所 

 ロータリーの友2月号 

   

・公財）ロータリー財団 

 確定申告用寄付金領収証送付のご案内 

 

本日の例会 ゲスト卓話（海老原 靖芳 氏）            次回例会 第３回クラブフォーラム 

  会長/西川正美  幹事/中野雄一郎  例会場/佐世保市島瀬町7番7号    西沢本店8Ｆカトレアホール（毎週月曜日） 
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E－mail office@sasebonorth.org  Web http://www.sasebonorth.org 

 【本 日】会員数48名     出席 31名        欠    席  5名      ビ ジ ター  1名     出 席 率  86.11％ 

 【前々回】会員数47名     出席 29名        メークアップ  6名      出席規定除外  12名     修正出席率  100.00％ 

 

Weekly Report 
DISTRICT 2740 SASEBO NORTH ROTARY CLUB  

 【本 日】会員数42名 出席 25名 欠      席  6名  出席規定免除会員（11）出席  9名  ビジター 0名 出 席 率   85.00％ 

 【前々回】会員数42名 出席 28名  メークアップ  2名  出席規定免除会員（11）出席  7名         修正出席率   97.37％ 

親睦と協調 



長は指摘しました。パッケージ・グラントでは、ロータ

リーのWF（国際財団活動資金）と戦略パートナーが全額

支援する活動に、ロータリアンが参加することができま

す。     

ブランドの焦点を絞る  

 ウィリアム B. ボイドRI元会長が講演し、ロータリー

のブランド強化の取り組みについて紹介しました。コン

サルティング会社、Siegel+Gale社がロータリーに対す

る認識について大規模な調査を行ったところ、ロータリ

アンと一般の人々の間に大きなギャップがあることが

分かり、この課題への取り組みがブランドの強化である

と、ボイド元会長は説明しました。  

 「ロータリアン以外の人々へのコミュニケーションは

非常に重要です。一般の人々に、ロータリーが何をする

団体なのか、他団体とどう違うのかを知ってもらう必要

があります。そうして初めて、入会を勧めることができ

ます」と述べるボイド元会長は、この取り組みがブラン

ドの改造や新しいブランドの創造ではなく、今あるブラ

ンドの「焦点を絞る」ことを目的としたものであると述

べました。 

 

 

《ニコニコＢＯＸ》      

村瀬高広 親睦活動委員 

 

 西川正美 会長 中野雄一郎 幹事     

本日の職場訪問は、中尾会員の国立佐世保工業高等専門

学校です。なかなか校内見学は出来ないので、本日は楽

しみにしています。須田副校長、下野専攻科長様、よろ

しくお願いします。職業奉仕委員会の皆様、おつかれさ

まです。 
 
 松尾辰二郎君 
佐世保高専での例会を実現して頂きました職業奉仕委

員会の皆様、ご苦労様でした。また、中尾校長始め、高

専の皆様方お世話になります。 
 
 職業奉仕委員会 

 牧野博一君 蒲池芳明君 渡会祐二君 
本日は、中尾校長先生をはじめ佐世保高専の先生方に

は、大変お世話になります。 

最先端の研究等、楽しみに見学させて頂きます。有難う

ございます。 
 
 平石晃一君 小西宗十君 豊島揆一君 中島閏二君 

 森  豊君 永田武義君 横尾 寛君 緒方信行君 

 中村静生君 湯口純二君 富田耕司君 古賀新二君 
 峯 徳秀君 中井康晴君 田島勝明君 宮﨑有恒君 

 宮原明夫君 藤井良介君 村瀬高広君 村上寅雄君 

 大鳥居 宏君 
中尾校長先生をはじめ、佐世保高専の皆様には、本日は

大変お世話になります。どうぞ宜しくお願い致します。 

・公財）ロータリー米山記念奨学会 

 確定申告用領収証送付の件 

 

・ガバナー事務所 

 ①国際ロータリー日本事務局より 

  2月ロータリーレートのお知らせ 1ドル＝88円 

 ②ガバナー月信2月号 

 

・佐世保中央ＲＣ 

 第6回市内8ＲＣ会長・幹事会 議事録 

 

・海上自衛隊佐世保地方総監部 

 海上自衛隊佐世保音楽隊 演奏会のご案内 

 日 時：3月3日（日）PM2時～PM4時（開場午後1時） 

 場 所：アルカスＳＡＳＥＢＯ 

 

３．伝達事項 

 ①2/11（月）は祝日休会（建国記念日）です。 

 ②2/18（月）次回例会はゲスト卓話 海老原靖芳 様 

  「佐世保の子供と創作落語」です。 

 

《今月の誕生祝い》 

 S.24. 2. 9 中山 誠 君 

 

 

《ＲＩニュース》 

 

次期リーダーが新しい補助金モデルについて学ぶ 

 今年7月の未来の夢の全世界導入に備えるため、今年

の国際協議会では、ロータリー財団の新しい補助金モデ

ルについての研修と、そのためのリソースに焦点が当て

られました。研修を受けたガバナー・エレクトと地区

ロータリー財団委員長は、補助金モデルに関する豊富な

知識を携えて各地区に戻り、地区の全ロータリアンが補

助金を効果的に活用できるよう支援します。 

 「未来の夢は、ロータリー財団が、ビル・アンド・メ

リンダ・ゲイツ・財団などの卓越した人道奉仕団体と並

んで、真に傑出した団体となる機会をもたらすもので

す」と、未来の夢委員会の委員長を務めるルイス・ビセ

ンテ・ジアイRI元会長は話します。「ロータリーの未来

を確かなものとするには、堅固で、力強く、まとまりが

あり、生き生きとして、競争力と国際性に満ちたロータ

リー財団、また、社会、ロータリアン、クラブのニーズ

に応えることのできるロータリー財団が必要です」  

 補助金の数が3種類にまとめられた一方で、要件の数

が以前よりも少ないなど、新補助金モデルの利点を紹介

したジアイ委員長は、新しい地区委員会構成の下で新地

区補助金を活用することで、クラブと地区が地元や海外

のニーズに柔軟に対応できると説明しました。また、グ

ローバル補助金では、活動の焦点を6つの重点分野に絞

ることで、プロジェクトの影響と持続可能性がさらに高

まる点を強調しました。  

 ポリオ撲滅活動でのロータリーのリーダーシップに

も触れ、戦略パートナーとの協力を通じて長期的な影響

をもたらすことができるという教訓が、未来の夢のパッ

ケージ・グラントに生かされていることを、ジアイ委員 本日の合計 30,000円      累計 1,025,500円 

ＩＴ会報委員会 委員長 / 須田 昇   委員 / 宮﨑有恒  森  豊  渡会祐二  （記事担当者 渡会祐二） 


